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1. ⼤会⽇程について 

１） ⽇程 

・7 ⽉ 22 ⽇(⾦) 

 ⼥⼦試合 １〜3 回戦／男⼦試合 １〜２回戦（Ａ〜Ｄパート）／同（Ｅ〜Ｈパート） 

・7 ⽉ 23 ⽇(⼟) 

 ⼥⼦試合 4 回戦〜決勝／男⼦試合 ２〜３回戦（Ａ〜Ｄパート）／同（Ｅ〜Ｈパート） 

・7 ⽉ 24 ⽇(⽇) 

 男⼦試合 ４回戦〜決勝 

２） 監督会議 

7 ⽉ 21 ⽇(⽊) 15：30〜〈男・⼥合同〉  

場所：照葉積⽔ハウスアリーナ サブアリーナ 

３） 審判会議 

【⾦鷲旗】 

 7 ⽉ 21 ⽇(⽊) 15：00〜〈男・⼥合同〉 

場所：照葉積⽔ハウスアリーナ サブアリーナ 

2. 試合場について 

試合場は 10 試合場を設置する。アリーナ内には次回選⼿⽤の選⼿待機場所を設ける。それ以外の選⼿は所定の

選⼿待機エリアにて待機すること。アリーナ内での⽔分補給以外の飲⾷は禁⽌する。 

3. 選⼿参加制限・⼊場制限について 

参加校数の制限は⾏わない。選⼿の⼊場時間を試合数、またはパート毎に指定し、混雑緩和を図る。また、試

合⽇程が終了した参加校は速やかに退場し、必要以上に会場に滞留しないことを求める。 

4. 観客⼊場制限について 

⼊場者数の管理のためオンラインチケットを導⼊し、万が⼀クラスター等が発⽣した場合、速やかに来場者へ連

絡できる体制をとる。 
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5. 新型コロナウイルス感染症における本⼤会濃厚接触者の定義と感染者が発⽣した場合について 

【濃厚接触者の定義について】 

新型コロナウイルス感染症の PCR 検査等で陽性になった者と、感染の可能性のある期間（症状が出る 2 ⽇前、

無症状の場合は検体採取の 2 ⽇前以降）に接触し、保健所が判定した場合は濃厚接触者と定義されます。 

□本⼤会における濃厚接触者の定義 

・基本的に濃厚接触者は保健所が判定。 

・感染急増時に保健所が判定を⾏わない場合や、保健所による濃厚接触の判定が⼤会前に間に合わない場合には所

属⻑（学校⻑）の判断に従う。 

   所属⻑が判断をする際に、以下の場合は濃厚接触者に該当しないものとする。 

   ・感染者と組み合っていない場合。 

   ・お互いマスクを装着した状態での練習であった場合。 

   ・更⾐室や道場外でマスクを外した状態での会話や⾷事を共にしていない場合 

□所属部内に感染者が発⽣した場合 

 濃厚接触者と判定された者・・・・7 ⽇間の活動禁⽌ 

 濃厚接触者と判定されていない者・・・・所属⻑の判断により活動可能 

6. 新型コロナウイルス感染症の感染検査（PCR 検査）について 

出場選⼿、監督、部⻑（以下、参加者）に新型コロナウイルスの感染検査（PCR 検査）の陰性証明書の提出は

求めない。但し、⼤会 8 ⽇前時点（7 ⽉ 14 ⽇）で所属部内に感染者がいた場合、または⼤会 7 ⽇前（7 ⽉ 15 ⽇）

以降に所属部内に感染者が出た場合、参加者全員は参加校負担で、学校所在地にて各々検査をし、⼤会 3 ⽇前（7

⽉ 19⽇）以降に実施した PCR 検査陰性証明書を⼤会前⽇（7 ⽉ 21 ⽇）に提出すること。 

その際、PCR 検査で陽性と判定された参加者がいた場合、当該参加校の⼤会参加は認めない。 

ただし、過去に新型コロナウイルス感染症に感染したことがあり、今回の検査で陽性と判定された場合、医療

機関を受診して⼤会に出場可能と診断されれば、出場を許可する。（過去 1、２ヵ⽉以内に感染した場合、その後

の PCR 検査で陽性となる場合があるため。）その場合には、⼤会出場を許可する旨の診断書を提出すること。ま

た、診断書などが取得できない場合、保健所等で事前に陽性となった場合でも隔離の必要がないことを確認の

上、受付時に出場許可申請書を提出すること。 

7. 健康記録表兼同意書の提出について 

すべての参加者は、⼤会 7 ⽇前（7 ⽉ 15 ⽇）より毎⽇検温を実施し、健康状態を「健康記録表兼同意書」に記

録すること参加校監督は記載内容に誤り等がないことを確認した上で、同意書に署名し受付（⼊場）時に提出す

ること。 
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8. ⼤会参加可否基準 

１） 健康記録表兼同意書の記載内容については以下の通りとし、該当事項がある参加者の⼤会参加は認めない。 

・⼤会 7 ⽇前〜4 ⽇前の間に 2 ⽇以上の発熱、諸症状がある場合。 

・⼤会 3 ⽇前〜当⽇の間に 1 ⽇でも発熱、諸症状がある場合。 

7 ⽇前 

（7 ⽉ 15 ⽇） 

6 ⽇前 

（7 ⽉ 16 ⽇） 

5 ⽇前 

（7 ⽉ 17 ⽇） 

4 ⽇前 

（7 ⽉ 18 ⽇） 

3 ⽇前 

（7 ⽉ 19⽇） 

2 ⽇前 

（7 ⽉ 20 ⽇） 

1 ⽇前 

（7 ⽉ 21 ⽇） 

当⽇ 

（7 ⽉ 22 ⽇） 

記録開始       試合当⽇ 

2 ⽇以上の発熱、諸症状あり→参加不可 1 ⽇でも発熱、諸症状あり→参加不可 

健康記録表兼同意書を提出しない、または虚偽の記載が⾒受けられる場合→参加不可 

※発熱の基準は 37.0℃以上とする。ただし、平熱が 37 度前後の場合は、平熱+0.5 度までは参加を認める。 

平熱は直前 7 ⽇間の平均値とする。 

※諸症状とは健康記録表兼同意書に掲げる＜健康上の異常＞のいずれかの症状を指す。 

２） ⼤会 10 ⽇前（7 ⽉ 12 ⽇）以降に参加者⾃⾝が新型コロナウイルス感染症に感染、または⼤会 7 ⽇前（7 ⽉

15 ⽇）以降に保健所から濃厚接触者に判定された場合はいかなる状況においても該当参加者の⼤会参加は認

めない。 

３） ただし、所属部内にて新型コロナウイルス感染症の感染者が出たものの、参加者⾃⾝が感染者でなく、保健

所から濃厚接触者に認定されていない場合、または保健所からの濃厚接触者認定が遅滞している場合や保健

所が認定を⾏わない場合には下記の条件をすべてクリアした場合に限り、参加校の⼤会の参加を認める。 

① 所属部内の参加者以外が新型コロナウイルス感染症に感染した場合、参加者が濃厚接触者の判定を保健

所から受けていないこと。所属⻑（学校⻑）が練⼤会に参加しても感染を広げないと判断すること。 

② ⼤会主催者に報告した上、参加校負担で、学校所在地にて各々検査をし、⼤会 3 ⽇前（7 ⽉ 19 ⽇）以

降に実施した参加者全員分の PCR 検査陰性証明書を⼤会前⽇（7 ⽉ 21 ⽇）に提出すること。 
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9. 感染者が発⽣した場合の対応について 

１） ⼤会当⽇ 

⼊場後、出場選⼿が体調に異常をきたし、検査（PCR 検査、抗原定量検査等）の結果陽性と判明した場 

合、当該選⼿の検査結果が出て陽性と判明した時点で当該参加校の⼤会出場は認めない。 

２） ⼤会後 

⼤会参加者及び関係者は、⼤会終了後 10 ⽇以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、⼤会事務局

に対して速やかに報告すること。 

10. 参加者の⼊場（受付）及び試合前練習について 

⼊場時・会場内での混雑緩和を図るため、時差⼊場を実施する。また同様の理由のため、例年⼤会前⽇に⾏っ

ていた参加校受付を、試合当⽇でも可とし、受付は学校関係者の中から 1名で⾏うこととする。また、練習会場

（サブアリーナ）の使⽤に関しても、時間を区切って使⽤し、練習会場内（サブアリーナ）での混雑緩和を図る

ものとする。 

時差⼊場（受付）・練習会場（サブアリーナ）使⽤時間に関しては以下の表通り 

7/21(⽊) ⾦鷲旗⼥⼦／男⼦ 

〈対象チーム〉 ⼊場（受付） 〈練習会場〉 〈試 合〉 

全チーム 12:00〜17:00 12:00〜14:30 ― 

 

7/22(⾦) ⾦鷲旗⼥⼦ 

〈対象チーム〉 ⼊場（受付） 〈練習会場〉 〈試 合〉 

各試合場 

第１試合〜第 4 試合 
07:00〜08:30 07:00〜08:30 08:00〜09:30 

各試合場 

第 5 試合〜第 8 試合 
08:30〜09:30 08:30〜10:00 09:30〜10:50 

各パート 

3 回戦進出 
− 10:00〜11:50 10:50〜12:30 
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7/22(⾦) ⾦鷲旗男⼦ 

〈対象チーム〉 ⼊場（受付） 〈練習会場〉 〈試 合〉 

A〜Dパート 11:50〜13:50 11:50〜14:10 12:50〜14:50 

E〜Hパート 14:10〜16:10 14:10〜16:30 15:10〜17:10 

 

7/23(⼟) ⾦鷲旗⼥⼦ 

〈対象チーム〉 ⼊場（受付） 〈練習会場〉 〈試 合〉 

全チーム 07:00〜9:00 07:00〜10:25 08:00〜11:50 

 

7/23(⼟) ⾦鷲旗男⼦ 

〈対象チーム〉 ⼊場（受付） 〈練習会場〉 〈試 合〉 

A〜Dパート 11:45〜13:45 11:45〜14:35 12:45〜15:15 

E〜Hパート 14:35〜16:35 14:35〜17:25 15:35~18:05 

 

7/24(⽇) ⾦鷲旗男⼦ 

〈対象チーム〉 ⼊場（受付） 〈練習会場〉 〈試 合〉 

全チーム 07:00〜09:00 07:00〜11:45 08:00〜13:15 

※試合時間はあくまでも⽬安です。 

※メインアリーナの試合会場での練習は試合⽇の 07:00〜07:30 とします。 

11. ⼊場時検温実施について 

全ての参加者、⼤会関係者及び観客は⼊場時に検温を実施する。検温の結果、試合会場に上がる参加者と関係者は

37.0℃以上、観客については 37.5℃以上の体温があるものに関しては⼊場を認めない。また、頭痛、倦怠感、のど

の痛み等、体調に不調を来しているものも同様に⼊場を認めない。 

12. マスクの着⽤について 

全ての参加者及び⼤会関係者に常時マスク着⽤を義務付ける。ただし、試合を⾏う選⼿については、これを除

外する。なお、マスクを本⼈以外が素⼿で扱うことは厳禁であり、選⼿はビニール袋等を持参し、マスクを外す

ときは必ずビニール袋等に⼊れて保管すること。 
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13. ⼿指消毒及び周辺施設の消毒について 

１） ⼊場時の⼿指消毒 

全ての参加者及びすべての⼤会関係者に対して、⼊場時に⼿指の消毒を⾏う。 

２） ⼊場後の⼿指消毒及び周辺施設等の消毒 

⼊場後、会場内においても適宜⼿指の消毒を求める。そのため、消毒液を⼊⼝各所に設置するとともに、

参加校も個別に消毒液の持参を依頼する。また、共有する施設については、係員が適宜巡回のうえ消毒を⾏

う。 

３） 試合前後の消毒 

試合する選⼿は、試合前後に⼿指及び⾜裏の消毒を⾏う。 

４） 試合会場の消毒 

定期的に試合場の消毒を⾏う。 

14. ⾝体的距離の確保について 

⾝体的距離を確保して会場配置や参加者の動線等について、感染防⽌に配慮するとともに、参加者には、常時適

切な⾝体的距離を確保し、⾏動するよう強く依頼する。観戦防⽌に配慮した対策を講じる。 

15. 試合前、試合中及び試合後の選⼿、監督の⾏動について 

１） 試合前 

① 選⼿及び監督は、⾃校の 1 試合前に待機場所に⼊り、指定された場所に着席すること。 

② 各⾃⼿指消毒を⾏うこと。 

③ 選⼿はマットで⾜裏を消毒してから試合場に上がること。 

２） 試合中 

会場内において、⼤きな声での会話や応援等をしないこととする。特に試合中の監督による⼤声での指⽰ 

や指導は禁⽌とする。 

３） 試合後 

① 試合終了後、速やかなアリーナ内からの退場を求める。ミーティング等は密を避けてアリーナ外で実施

すること。 

② 試合⽇程が終了した場合、速やかに退場し必要以上に会場内に滞留しないこと。 

③ 帰宅（宿）後、シャワーを浴びること、柔道着・⾐服の選択、⽤具の消毒等の実施を奨励する。 

16. 開会式、表彰式について 

開会式については実施しない。表彰式については上位 8 チームを対象に簡素化して⾏う。なお、敢闘賞の授与

は例年通り⼤会本部にてその都度⾏うものとする。 
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17. 感染防⽌対策の周知徹底について 

１） ⼤会参加者 

① ⼤会事務局より、参加校の学校⻑あてに基本⽅針及び感染拡⼤防⽌対策を通知し⼤会参加者に周知徹

底するよう指導を依頼する。 

② ⼤会前⽇の監督会議にて、感染拡⼤防⽌策の遵守すべき事項について説明し、参加校監督よりすべて

の参加者に周知徹底するよう指導を依頼する。 

２） ⼤会役員 

① 審判員・競技係員に基本⽅針及び感染拡⼤防⽌対策を通知する。 

② 補助役員の⽣徒には、事前に引率責任者より周知徹底するように指導を依頼するとともに、7 ⽇間の

健康記録表兼同意書を提出すること。 

３） 協賛、スカウト、報道関係者 

① ⼊場は事前申請とし⼀部制限を設ける。また、申請するにあたり、基本⽅針及び感染拡⼤防⽌対策に

ついて確認同意のもと、申請することを条件とし同時に 7 ⽇間の健康記録表兼同意書の提出を求め

る。 

② ⼊場時には感染防⽌対策を徹底するよう再度依頼する。 

18. 観客席（来場者）について 

１） ⼊場券について 

① ⼊場券は観客数のコントロールと接触機会の低減ためオンラインチケットの事前購⼊制とする。 

② ⼊場券を購⼊する際に、基本⽅針及び感染拡⼤防⽌対策を確認同意した上で購⼊したものとする。 

③ ⼀旦、購⼊したチケットの払い戻しは無観客開催となった場合を除き⾏わない。 

２） 観客席について 

① 観客席内での⼤きな声での会話や、声を発する応援は禁⽌とする。 

② 観客席内での⽔分補給以外の飲⾷は禁⽌とする。 

③ 会場内では常時マスク着⽤を義務づける。マウスシールドやフェイスシールドのみの着⽤での⼊場は

認めない。 

④ 前⽇から泊りこんでの⼊場待ちは禁⽌ 

⑤ 会場内、会場敷地内へアルコールの持ち込みは禁⽌ 

⑥ 部旗、横断幕等の掲出は禁⽌とする。 

⑦ 座席に荷物を置いての占有は禁⽌とする。明らかに座席を占有している荷物に関しては⼤会事務局が

撤去するものとする。 
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19. その他 

１） アリーナ内、観客席以外での飲⾷も極⼒控えるように奨励するが、飲⾷する際は周囲の⼈となるべく距離を

取り、対⾯を避け会話を控えるとともに、飲料については、ペットボトル・ビン・⽸や使い捨ての紙コップ

を使⽤し、共⽤はしないこと。 

２） タオルの共有はしないことを指導する。 

３） 各⾃が責任をもってごみの持ち帰りを⾏うことを呼びかける。 

４） 感染防⽌のため実施すべき事項や参加者が遵守すべき事項について、適切な場所（受付、⼊⼝等）に掲⽰

し、定期的に励⾏のお願いを館内放送するとともに、各事項が適切に遵守されているか係員が定期てきに巡

回・確認する。 

５） 「新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌等に関する基本⽅針」は、その時の情勢により、その都度変更するも

のとする。 

以上 


